
 

タイトル 

『推しの上位互換が僕ですか？』 
 

 

 

 

 

ログライン 

推しに近づくために 

アイドルになったはずが、 

推しの「上位互換」になって 

嫌われた！？ 
 

 

元アイドルオタクが、推しに「大好き」と 

言われるために奮闘する 

推し活アイドルストーリー 
 

 

 

 

 



 

あらすじ 

男性アイドルグループ「starlight」のメンバー、天上麗人（18）の大ファンである影山陽太（18）。 

 

麗人に近づくために「starlight」の新メンバーオーディションを受け、見事合格。 

憧れの推しと同じグループになり幸せ絶頂のはずが、麗人から「俺お前のこと嫌いだから」と言われてしまう。 

 

アイドルになるために、陽太は麗人の踊り方・歌い方を研究し、見た目も麗人を参考に垢抜けた。 

一方、麗人は最近パフォーマンスのクオリティの低下や、素行の悪さから人気が下降気味。 

ファンからは同じような見た目、パフォーマンスでも陽太の方が上回っているため、陽太は麗人の「上位互換」だと 

評価されているのだ。 

「下位互換」となった麗人は、陽太を敵視するように。意図せず麗人に嫌われてしまった陽太は絶望する。 

 

そして事務所からも、同じようなアイドルは二人もいらないとどちらか一方をクビにすると宣告される。 

家計を支えるためアイドルになった麗人は絶対にクビになるわけにはいかない。 

陽太は麗人のために自分がアイドルを辞めようとするが、プライドの高い麗人が不戦勝を許さない。 

そこで陽太は、麗人の人気を取り戻すために引き立て役に徹しようとする。 

推しに「大好き」と言ってもらうため、同じグループで活動しながら麗人を応援する“推し活”をする！ 
 

テーマ 

「憧れの人がいることの強さ」 
・やりたいこともないフリーターだった陽太が、麗人に憧れる一心でアイドルという目標ができる 

素人で辛い芸能界も、「麗人ならこうする」という気持ちで乗り切る 

・最初は自分を「下位互換」にした陽太を嫌う麗人だったが、徐々に一生懸命な陽太の姿に惹かれる 

 

自分の指針となる人がいることで、人生を豊かにできるという素晴らしさを“推し活”を通し

て描きます。 

 



 

登場人物 

影山陽太（18） メンバーカラー：ホワイト 

特に楽しいこともなく惰性で生きていたが、ある日麗人をテレビで見てから生活が一変。推し中心の幸せな毎日を過ごすようになる。麗人に誘

われたという思い込みからオーディションを受け、潜在的なポテンシャルによりアイドルとして覚醒する。 

学生時代は根暗でクラスではいじめられていた。その影響でネガティブな性格になっている。麗人のためなら大胆なこともできる。 

 

天上麗人（18） メンバーカラー：ピンク 

男性アイドルグループ「starlight」のメンバー。途中加入したが、圧倒的ビジュアルの良さからあっという間に他メンバーを追い抜き、グルー

プのセンターに。幼い弟たちを養うためにアイドルになった野心家。 

 

今野敦（22） メンバーカラー：レッド 

「starlight」の卒業メンバー。結成当初からグループのセンターとして活躍していたが、途中加入の麗人にセンターの座を奪われる。 

最初は麗人を可愛がっていたものの、段々と憎しみを抱くようになった。自分の目的のためなら何でも利用する狡猾さがある。 

 

辻崎奏多（22） メンバーカラー：ブルー 

「starlight」のメンバー。敦が抜けてからはグループのリーダーになる。リーダーとしての責任感から、空回りしがち。 

 

遠藤紬（20） メンバーカラー：オレンジ  

「starlight」のメンバー。アイドルという職業に対して誰よりもこだわりがあるため、グループの足を引っ張る麗人に対しては冷たい。 

 

三森将生（20） メンバーカラー：グリーン 

「starlight」のメンバー。もともとジュニアアイドルとして活動していた紬に憧れ、アイドルの道に。そのため紬の言うことなら何でも聞く。 

 

栗田恭介（19） メンバーカラー：パープル 

「starlight」の新メンバー。歌・踊り、バラエティ、何でもそつなくこなす。温厚そうに見えて、実は誰よりも腹黒い。 

夢はドームコンサートと、「starlight」のセンターになること。達成のために陽太を口車に乗せ、アイドルを続けさせる。 

 

武田梓（21） 

陽太のオタク仲間。ＳＮＳでは有名な敦ファン。推しに理想を押し付けがち。 

 

坂木透（33） 

「starlight」のマネージャー。自身も昔アイドルだったため、メンバーに寄り添う。 



 

全体構成 

1 話「推しと目が合ったからアイドルになりました」 

 男性アイドルグループ「starlight」のメンバー、天上麗人（18）の大ファンであるフリーターの影山陽太（18）。ある日

行ったライブで、starlight の新メンバーオーディションの開催が発表される。その時麗人と目が合ったと思った陽太は応募

を決意。未経験ながらも憧れの麗人のダンス、歌、キャラを研究し、見事にオーディションに合格。推しに近づけたと喜

ぶが、麗人に「大嫌い」と吐き捨てられる。 

最近パフォーマンスの質の低下や態度の悪さが目立ってきた麗人と、同じ歌い方踊り方でかつ好青年な陽太はファンか

ら比べられ、陽太は麗人の「上位互換」だと言われていたのだ。推しに嫌われるくらいなら辞めると言い出す陽太だが、

同じく新メンバーの栗田恭介（20）に諭され、同じグループで活動していく。 

だが麗人のファンが陽太のところに流れたことで麗人の素行はさらに荒れ、ついには週刊誌にスキャンダル記事が掲載

されてしまう。そこで事務所は麗人と陽太を呼び出す。同じグループに似たキャラは二人もいらないと、今後の活躍次第

でどちらか一方をクビにすると宣告。麗人を改心させるために出した宣告であったが、陽太は麗人のために自分が辞める

と申し出る。だが麗人は断固拒否。正々堂々勝負の末、陽太をクビにすると宣戦布告する。 

陽太は麗人の人気を取り戻すべく、同じグループで活動しながら麗人を推していくことを決意する。 

 

2 話「“よたれい”爆誕」 

 意図せず麗人に嫌われてしまった陽太だが、再び麗人の人気を上昇させることで好きになってもらえるのではないかと

考える。そこで思いついたのが「セット売り」。あえて似た二人をセットにし売り出すことで、自分に集まった人気を麗

人にも分けるという作戦だ。陽太は勝手に、陽太＆麗人のコンビ、「よたれい」を結成する。 

 麗人に鬱陶しがられながらも、「よたれい」をファンに売り出すべく距離を縮めようと努力する。公私問わず麗人に付

きまとう陽太。そして麗人の帰省にもついて行くことに。実家には幼い弟たちがいて、麗人は家族を養うためにアイドル

になったと言う。推しの苦労話に感動した陽太は、麗人の人気を取り戻すことを強く決意する。 

 だが陽太の読みは完全にハズレ。セット売りにすることで麗人の欠点が目立ち、さらに二人の差が開いた。麗人はより

陽太に敵対心を募らせる。事務所としても、これ以上の仲の悪化はグループに悪影響のため、「よたれい」を看過できな

い。そこで立ち上がったのは恭介だった。 

 

 



 

3 話「元オタクがアイドルって無理ですか？」 

 恭介は新メンバーコンビでＳＮＳを運用するなどし、陽太とのセット売りを始める。初々しい二人はファンに受け、あ

っという間に starlight の鉄板コンビとなった。陽太は麗人とのコンビを推したいが、恭介に阻まれる。 

 順調だったかのように見えたが、事態は一変する。恭介が女性アイドルのファンであるとＳＮＳで晒された。starlight の

ファン、女性アイドルのファン双方から批判が集まる。女性アイドルと繋がりたいという不純な動機でアイドルになった

のではないかと疑われたのだ。女性アイドルを通して純粋に同じ職業に憧れた恭介は、世間の受け取り方に戸惑う。 

 一方、同じくファンからアイドルになった陽太は、同性ということもありファンに歓迎されている。そんな陽太を疎ま

しく思ってしまった恭介は、陽太と距離を取るように。恭介との関わり方に悩んだ陽太は、麗人に相談する。すると麗人

は、元ファンである強みを持つ陽太を認めるような発言をする。 

 陽太から麗人の話を聞いた恭介は、ファンに向けて自分の胸中を告白する。真剣にアイドル業に向き合っている恭介の

気持ちはファンに伝わり、事態は落ち着きを見せる。 

恭介が立ち直ったことで安心する陽太。だが陽太はまだ恭介の本当の顔を知らない。恭介は既存メンバーを蹴落とし、

は自分がセンターになろうという強い野心を持っていた。 

 

4 話「光を奪ったのは君」 

 現センターの麗人を降ろし、グループの新センターになる野望を隠し持つ恭介。その計画のために、「陽太 VS 麗人」と

いう構図を利用しようとしている。そんなことは知らず、陽太は麗人に認められたのではないかと有頂天になっていた。

だがそんなことは一切なく、相変わらず冷たい態度を取られ落ち込む日々。 

 ある日 starlight のドラマ出演が決まる。劇中登場するアイドルとして数分だけの出演だが、麗人のビジュアルをアピール

するチャンスだと考えた陽太は気合が入る。撮影現場には starlightの元メンバー、今野敦（22）の姿が。グループ脱退と同

時に劇団に移籍した敦は、俳優として駆け出しの状態だ。旧 starlight の集結に歓喜する陽太だったが、当の本人、麗人は浮

かない顔をしている。 

 撮影は滞りなく終了。だが陽太は麗人の様子が気になる。心配する陽太に、恭介は敦の本当の脱退理由を教える。元々、

starlight のセンターは敦だったが、途中で加入した麗人にセンターの座を奪われた。そして人気も麗人に持って行かれ、敦

は心が折れてしまった。どんなに努力しても麗人には敵わず、「麗人は顔だけ」と吐き捨て敦は脱退していった。その頃

から、麗人は自暴自棄になり、落ち目だと言われ始めたのだった。 

 麗人と敦の確執を知った陽太は、二人の仲を修復することで麗人のやる気を取り戻せるのではと考える。 



 

5 話「どの色がより輝くか」 

 麗人単体でドラマ出演が決まる。前回のドラマ出演で、麗人のビジュアルの良さが監督の目に留まったのだ。麗人の人気

を取り戻すという作戦は成功したが、敦の嫉妬心を知った今、新たな火種になってしまうことを恐れる陽太。 

 ドラマの撮影現場には敦も来ていた。主役級の麗人に対し、セリフが数行だけの敦。さらに、麗人の演技は監督から絶

賛される一方、敦は「これだからアイドル上がりは」と監督から叱責される。 

 陽太は多忙な麗人に代わって、麗人の弟たちの世話をするようになる。変わらず陽太を敵視する麗人だが、弟たちと楽

しむ様子を見て、若干心を許すようになる。そして敦への思いをこぼす。麗人は敦に憧れて事務所に入り、同じグループ

になってからもずっと敦を目指してきた。そんな敦の脱退時の言葉に心が折れ、アイドル活動に身が入らなくなってしま

ったのだ。だが今は敦の気持ちがよく分かると言う。図らずも麗人の「上位互換」となってしまった陽太は、何も言えな

い。 

 そんな中、事務所があるプロジェクトを発足させる。事務所内でオーディションを開催し、グループ合同の派生グルー

プを結成させるというものだ。誕生したグループにはアリーナツアーや写真集の発売などが確約されている。もちろん、

starlight も全員候補である。さらに事務所は、このオーディションの結果次第で、麗人か陽太の契約を切ると宣言する。 
 

6 話「これだから素人は」 

 契約打ち切りの話が現実的になり、焦る陽太。自分が辞めると言うが、やはり麗人は納得せず、そんなことをすれば自

分も辞めると言い出す。麗人にはずっとアイドルでいてほしい陽太は、成すすべがない。 

 また、合同オーディションにより、starlight のメンバー内にも不穏な空気が。ファンが減ったとはいえ、グループ内の一

番人気は麗人である。starlight のメンバー、辻崎奏多（22）、遠藤紬（20）、三森将生（20）はそのことに少なからず嫉

妬しており、今回のオーディションは大きなチャンスだ。同じグループとはいえ、全員がライバルになりぎくしゃくする

ようになってしまった。 

 仲の良い starlight が好きだった陽太は、starlight のマネージャー、坂木透（33）にオーディションの中止を提案する。ア

イドルにとっては過酷かもしれないが、絶大なプロモーション効果があり、事務所は中止にする気はない。そして坂木か

ら、オーディションの開催を提言した人物の名前を聞き驚愕する。 

 残酷なオーディションの提案者は、恭介だった。陽太は恭介にオーディションの中止を求めるが、一蹴される。 

 

 



 

７話「オタクってのは厄介ですからね」 

 事務所のグループ合同オーディションが始まる。オーディションの様子はＳＮＳにて配信され、多くの注目が集まる。

麗人は家族を養うために、なんとしてでもこのオーディションに合格しなければいけない。陽太も、麗人を勝たせるため

に彼を支えたいが、気が立っている麗人は陽太を遠ざける。 

同じグループでもライバルとしていがみ合うようになった状況に、陽太は耐えられない。わざと下手に振る舞い、自分

がクビになって逃げ出そうとする。だが街中でファンに声をかけられたことで思い直す。自分を応援してくれているファ

ンのために、陽太は全力でオーディションに臨む。 

starlight のメンバー全員が二次審査に進む。二次審査からはファンによる人気投票が大きく影響するため、ファンの間で

も対立が起こるようになった。陽太はかつてのオタク友達、武田梓（21）から連絡を受ける。ファン時代、同じ starlightの

ファンとして仲良くなった梓だったが、梓の推しである敦が卒業してからは疎遠になっていた。久々に再会し、推しトー

クに花を咲かせる。そして陽太は、改めて自分を変えてくれた麗人への愛を自覚する。 

第一回のファン投票の結果、陽太は最下位。それはＳＮＳで拡散された、「陽太がファンに手を出した」というスキャ

ンダルが原因だった。 

 

８話「アイドルの呪い」 

 恋愛スキャンダルが出た陽太だったが、一切身に覚えがない。だがファンからの誹謗中傷が集まり、陽太は体調を崩し

てしまう。陽太のスキャンダルに思うとこがある麗人は、発信元について調べることに。 

 覚悟はしていたつもりが、アイドルとして生きることの厳しさに打ちのめされる陽太。そんな陽太を心配した実家の母

が上京してくる。引っ込み思案だった陽太が、麗人と出会いアイドルになったことを誇りに思うと言う母。だが落ち込む

息子の姿を見て、田舎に帰って来るように勧める。陽太は麗人と、ファンとアイドルの関係に戻るべきかと思い悩む。 

 その頃麗人はスキャンダルの出所を突き止めていた。それは陽太を応援してくれていたはずの梓だった。さらにその裏

には、敦がいた。脱退後の敦は、ファンだった梓と繋がり、自分の駒として使うようになっていた。推しのためなら何で

もする梓は、敦の命令通り、陽太に接近し恋愛スキャンダルをでっち上げたのだった。麗人に問い詰められた敦は、麗人

の心を完全に折るためだったと白状する。麗人が「陽太が落ちたから」オーディションに合格することで、今までの努力

は否定され、プライドの高い麗人は立ち直れないと考えたのだ。そこまで自分を嫌うのかと涙を流す麗人に、敦は自身の

アイドルへの執着を告白する。 

  



 

９話「覚悟を決めたアイドルとオタク」 

 麗人は坂木に、アイドルを卒業することを相談する。憧れていた敦に失望したことから、もうアイドルを続ける気力が

なくなってしまったのだ。坂木は元アイドルとして、アイドル卒業後の厳しい現実について語る。今まで家族のため、敦

に追いつくため、アイドルを続けていた麗人だったが、今後何のために続けていくのかに思い悩む。 

 第二回のファン投票目前、陽太はアイドルを辞めようとしていた。それを止めたのは恭介だった。もうファンに合わせ

る顔がないと言う陽太を、麗人はＳＮＳの生配信で弁明するように説得する。弁明ではなく、最後に謝罪をしてから辞め

ようとした陽太は、生配信に出演。そこで自分を変えてくれた麗人への思い、アイドルなった自分の思いを伝えるうちに、

アイドルを続ける覚悟が決まった。 

 今回のファン投票では最終審査に進むアイドルが決まる。結果、starlight のメンバーで唯一陽太だけが落選。陽太は事務

所に宣告された通り、クビになるということで田舎に帰る支度をする。そこに現れた麗人は、starlight を卒業すると言い出

した。 

 

１０話「推しがいたから」 

 麗人の卒業宣言を受け、一旦陽太のクビは保留にされた。陽太は辞めないでほしいと懇願するが、麗人の中ではもう心 

が決まっている。陽太に助けを求められた恭介は、オーディションの最終審査生放送番組である計画を立てる。独自の調 

査で敦の悪事を見抜いていた恭介は、生放送で暴露しようとする。そしてあわよくば自分が正義のヒーローとして称賛さ 

れようと企てる。 

 そして迎えたオーディションの最終審査。見学に来た陽太が見守る中、麗人の最後の自己 PR タイムが始まる。その最中 

に暴露しようとした恭介を、starlight のメンバー奏多・紬・将生が止める。事前に恭介の計画を察知した麗人が、止めるよ 

う三人に頼んでいたのだ。麗人と確執があったメンバーだが、麗人の思いを聞き協力することにした。自己 PR の最後、麗 

人はオーディションの辞退、そしてグループ卒業を宣言する。陽太は麗人の決断を尊重することにした。 

 陽太のクビは撤回され、starlight に戻る。そしていなくなったセンターを務めることに。starlight のメンバーで唯一オー 

ディションに合格した恭介は、starlight のセンターは叶わなかったものの、派生グループのセンターとなった。兼任して活 

動し実力と人気を得ながら starlight のセンターの座を虎視眈々と狙っている。奏多・紬・将生は、麗人がいなくなったグル 

ープを守るため、メンバー全員で切磋琢磨して活動していく。 

 そして、事務所から新たなアイドルユニットがデビューする。麗人、そしてアイドルに復帰した敦のユニットだ。陽太 

と麗人は、お互いを目標としてアイドルの道を進んでいくのだった。



 

         

「
推
し
の
上
位
互
換
が
僕
で
す
か
？
」 

１
話 

 
 

 
 

仲
村
ゆ
う
な
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〇
音
楽
ホ
ー
ル
・
ラ
イ
ブ
会
場
内 

 
 

 

多
く
の
女
性
フ
ァ
ン
で
埋
ま
っ
て
い
る
会
場
。 

 
 

 

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ 

 
 

 

『
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
』
の
Ｍ
Ｖ
が
流
れ
て
い
る
。 

 
 

 
女
１
・
２
、
座
席
で
メ
イ
ク
直
し
を
し
て
い

る
。 

 
 

 

女
１
、
会
場
を
見
ま
わ
し
気
づ
い
て
、 

女
１
「
ね
、
見
て
。
男
の
人
い
る
。
し
か
も
一
人
」 

女
２
「
ほ
ん
と
だ
。
珍
し
い
。
同
性
フ
ァ
ン
も
増
え 

て
き
た
ん
だ
ね
ぇ
」 

 
 

女
性
客
の
中
、
ぽ
つ
ん
と
座
席
に
い
る
影
山

陽
太
（1

8

）
。 

女
１
「
い
や
で
も
あ
あ
い
う
の
っ
て
フ
ァ
ン
の
女
の 

子
目
的
の
奴
も―
―

」 

 
 

 

モ
ニ
タ
ー
に
天
上
麗
人
（1

8

）
の
ソ
ロ
パ
ー

ト
が
映
し
出
さ
れ
る
。 

陽
太

「
（

大
声
で
）
麗
人―

！
」 

 
 

 

陽
太
、
モ
ニ
タ
ー
に
向
か
っ
て
麗
人
の
写
真

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
う
ち
わ
と
ペ
ン
ラ
イ
ト

を
振
る
。 
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女
１
「…

…

ガ
チ
の
ひ
と
だ
っ
た
ね
」 

女
２
「
申
し
訳
な
い
」 

 
 

 

武
田
梓
（2

1

）
、

陽
太
の
前
の
席
に
来
る
。 

梓
「
お
、
陽
太
く
ん
ー
。
ま
た
座
席
近
い
ね
」 

陽
太
「
あ
ず
姐
さ
ん
！ 

お
疲
れ
様
で
す
！
」 

梓
「
全
力
で
行
こ
う
」 

 
 

 

梓
、
バ
ッ
グ
か
ら
ペ
ン
ラ
イ
ト
二
本
取
り
出

す
。 

陽
太
「
は
い
！
」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

ス
テ
ー
ジ
上
で
踊
る
今
野
敦
（2

2

）
・
辻
崎

奏
多
（2

2

）
・
遠
藤
紬
（2

0

）
・
三
森
将
生

（2
0

）
・
天
上
麗
人
（1

8

）
。 

観
客

「
（

曲
に
合
わ
せ
て
）
あ
な
た
は
輝
く
一
番 

星
！
」 

陽
太

「
（

一
緒
に
）
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
一
等
星
！ 

私 

を
照
ら
せ
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
！ 

世
界
を
照
ら
せ
ス

タ
ー
ラ
イ
ト
！
」 
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曲
が
終
わ
り
、
歓
声
が
上
が
る
。 

奏
多
「
今
日
は
み
ん
な
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ー
！
」 

 
 

 

黄
色
い
歓
声
が
上
が
る
。 

梓

「
（

陽
太
の
方
を
向
い
て
）
ね
ぇ
今
日
あ
っ
く
ん 

の
ビ
ジ
ュ
良
す
ぎ
な
い
？ 

良
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？
」 

陽
太
「
は
い
。
麗
人
く
ん
の
ビ
ジ
ュ
も
大
優
勝
で
す
」 

 
 

 

奏
多
、
敦
の
方
を
見
る
。 

 
 

 

敦
、
真
剣
な
顔
を
し
て
頷
く
。 

敦
「
え
ー
、
僕
か
ら
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ 

と
が
あ
り
ま
す
」 

梓
「
え
、
何
や
め
て
」 

敦
「
僕
、
今
野
敦
は
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
を
卒
業
し
ま 

す
」 

観
客
「
え
ー
！
」 

 
 

 

梓
、
倒
れ
そ
う
に
な
る
。 

 
 

 

陽
太
、
慌
て
て
後
ろ
か
ら
梓
を
支
え
る
。 

陽
太
「
し
っ
か
り
！
」 

敦
「
突
然
の
発
表
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
、
僕
が 

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
に
決
め
た
こ
と
な
の

で
、
応
援
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
」 
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梓

「
（

息
も
絶
え
絶
え
に
）
そ
ん
な
ん
、
応
援
す
る 

に
決
ま
っ
て
ん
じ
ゃ
ん…

…

」 

 
 

陽
太
、
涙
目
で
頷
く
。 

奏
多
「
そ
し
て
も
う
一
つ
、
発
表
が
あ
り
ま
す
」 

 
 

 
モ
ニ
タ
ー
が
点
く
。 

 
 

 

ざ
わ
つ
く
観
客
た
ち
。 

 
 

 

『
新
メ
ン
バ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
開
催
』
の

文
字
が
映
し
出
さ
れ
る
。 

 
 

 

歓
声
が
上
が
る
。 

奏
多
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
新
メ
ン
バ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ 

ョ
ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
！
」 

紬
「
僕
ら
と
一
緒
に
ア
イ
ド
ル
を
し
て
く
れ
る
子
を 

募
集
し
ま
ー
す
」 

将
生
「
本
気
で
俺
ら
と
ア
イ
ド
ル
や
り
た
い
っ
て
人
、 

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」 

麗
人
「
待
っ
て
る
よ
」 

陽
太
「…

…

目
が
合
っ
た
」 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
て
、 

陽
太
「
は
い
！
」 
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〇
美
容
室
・
店
内 

 
 

 

陽
太
、
美
容
師
に
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
に
は
麗
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
て
い 

る
。 

陽
太
「
こ
ん
な
感
じ
に
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
部
屋 

 
 

 

麗
人
と
同
じ
髪
色
・
髪
型
に
な
っ
た
陽
太
、 

ス
マ
ホ
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。 

 
 

 

麗
人
が
踊
っ
て
い
る
ラ
イ
ブ
映
像
を
繰
り
返

し
再
生
す
る
。 

 

〇
事
務
所
・
会
議
室 

 
 

 

机
に
並
べ
ら
れ
た
多
数
の
履
歴
書
。 

 
 

 

そ
の
中
に
陽
太
の
履
歴
書
も
あ
る
。 

 

〇
街
中 

 
 

 

街
頭
モ
ニ
タ
ー
に
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
。 

 
 

 

『
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
新
メ
ン
バ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ 

ョ
ン
番
組
放
送
決
定
！
』
の
文
字
。 
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〇
事
務
所
・
レ
ッ
ス
ン
室 

 
 

 

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
て
い
る
陽
太
。 

陽
太
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
が
大
好
き
で
」 

 

〇
駅 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
女
子
高
生
た
ち
。 

 
 

 

画
面
に
は
陽
太
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

い
る
動
画
が
流
れ
て
い
る
。 

 

〇
テ
レ
ビ
局
・
ス
タ
ジ
オ 

司
会
者
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
新
メ
ン
バ
ー
オ
ー
デ
ィ
シ 

ョ
ン
、
合
格
者
は
」 

陽
太
、
震
え
な
が
ら
祈
っ
て
い
る
。 

 
 

陽
太
の
隣
に
立
っ
て
い
た
栗
田
恭
介
（1

9

） 

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
。 

司
会
者
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
四
〇
三
二
、
栗
田 

恭
介
！
」 

 
 

歓
声
が
上
が
り
銀
テ
ー
プ
が
舞
う
。 

 
 

陽
太
、
奏
多
・
紬
・
将
生
・
麗
人
が
座
っ
て 
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い
る
ひ
な
壇
の
方
を
見
る
。 

 
 

立
ち
上
が
り
拍
手
し
て
い
る
麗
人
。 

陽
太
「
麗
人
く
ん…

…

」 

司
会
者
「
そ
し
て
も
う
一
人
！ 

エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン 

バ
ー
五
〇
〇
二
、
影
山
陽
太
！
」 

陽
太
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
。 

陽
太
「
え
」 

 
 

歓
声
が
上
が
る
中
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
ひ
な
壇
か
ら
降
り
て
来
る
。 

 
 

恭
介
・
陽
太
の
前
に
立
つ
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の

メ
ン
バ
ー
。 

奏
多
「
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
」 

恭
介
「
は
い
！
」 

 
 

 

麗
人
、
恭
介
と
陽
太
に
笑
顔
を
向
け
る
。 

陽
太
「…

…

は
い
！
」 

 

〇
事
務
所
・
会
議
室
（
夜
） 

 
 

 

坂
木
透
（3

3

）
・
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
メ
ン
バ 

 

 
 

 

ー
・
恭
介
・
陽
太
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

坂
木
「
え
ー
、
改
め
て
合
格
お
め
で
と
う
。
ス
タ
ー 
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ラ
イ
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
し
て
ま
す
、
坂
木
で
す
」 

恭
介
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

奏
多
「
じ
ゃ
あ
俺
ら
も
一
応
自
己
紹
介
し
と
く
？
」 

紬
「
う
ん
」 

奏
多

「
（

咳
払
い
し
て
）
さ
ぁ
行
こ
う
！ 

宇
宙
の
」 

奏
多
・
陽
太
「
奏
多
へ
ー
！
」 

奏
多
「
敦
が
抜
け
て
、
今
は
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
リ
ー 

ダ
ー
し
て
ま
す
。
辻
崎
奏
多
で
す
」 

紬
「
遠
藤
で
ー
す
」 

将
生
「
三
森
で
ー
す
」 

奏
多
「
ち
ょ
っ
と
！ 

二
人
も
い
つ
も
の
や
っ
て 

よ
！
」 

紬
「
別
に
も
う
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
な
る
ん
だ
か
ら
よ 

く
な
い
？
」 

将
生
「
そ
う
そ
う
。
取
り
繕
っ
て
も
ね
ぇ
」 

紬

「
（

陽
太
に
向
か
っ
て
）
も
と
も
と
フ
ァ
ン
な
ん 

だ
っ
て
？
」 

陽
太
「
あ
、
は
い
！
」 

紬
「
幻
想
は
す
ぐ
に
捨
て
た
方
が
い
い
よ
。
俺
ら
も 

近
く
で
見
れ
ば
星
じ
ゃ
な
く
て
人
間
だ
か
ら
」 
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陽
太
「
え
」 

将
生
「
特
に
あ
い
つ
の
フ
ァ
ン
な
ら
ね
」 

坂
木
「
そ
う
い
え
ば
麗
人
は
？
」 

紬
「
帰
っ
た
」 

坂
木
「
え
！ 

あ
い
つ…

…

」 

 
 

 

陽
太
、
慌
て
て
出
て
行
く
。 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

陽
太
、
走
っ
て
来
る
。 

 
 

 

麗
人
の
後
ろ
姿
を
見
つ
け
て
駆
け
寄
る
。 

陽
太
「
麗
人
く
ん
！
」 

 
 

 

麗
人
、
立
ち
止
ま
る
。 

陽
太
「
あ
の
、
僕
（
と
咳
き
込
む

）
」 

 
 

 

陽
太
、
大
き
く
深
呼
吸
す
る
。 

陽
太
「
僕
、
麗
人
く
ん
の
こ
と
大
好
き
で
、
そ
れ
で
」 

 
 

 

麗
人
、
振
り
返
る
。 

陽
太

「
（

ぼ
そ
っ
と
）
う
わ
か
っ
こ
い
い…

…

」 

麗
人
「
俺
お
前
の
こ
と
嫌
い
だ
か
ら
」 

陽
太
「
え
？
」 

麗
人
「
大
っ
嫌
い
」 
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麗
人
、
歩
き
出
す
。 

 
 

 

陽
太
、
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
る
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 
恭
介
・
陽
太
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て 

入
っ
て
来
る
。 

恭
介
「
寮
ま
で
用
意
し
て
く
れ
る
な
ん
て
ね
ー
。
助 

か
る
」 

 
 

 

恭
介
、
陽
太
に
手
を
差
し
出
す
。 

恭
介
「
改
め
て
、
新
メ
ン
バ
ー
同
士
よ
ろ
し
く
。
頑 

張
っ
て
行
こ
う
」 

 
 

陽
太
、
恭
介
の
手
を
取
ろ
う
と
し
て
そ
の
ま

ま
床
に
崩
れ
落
ち
る
。 

恭
介
「
え
！ 

何
？ 

ど
う
し
た
の
！ 

大
丈
夫
？
」 

陽
太
「
も
う
生
き
て
い
け
な
い…

…

」 

恭
介
「
え
？ 

何
で
？ 

何
で
そ
う
な
っ
た
の
？
」 

陽
太
「
大
っ
嫌
い
っ
て
。
目
を
見
て
、
言
わ
れ
た
ん 

で
す
。
大
好
き
は
目
が
合
っ
た
こ
と
な
い
の
に
ぃ
」 

  
 

 
×

 
×

 
×
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陽
太
、
大
き
な
音
を
立
て
て
鼻
を
噛
む
。 

 
 

 

恭
介
、
陽
太
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
渡
す
。 

陽
太

「
（

し
ゃ
く
り
あ
げ
な
が
ら
）
嫌
わ
れ
る
よ
う 

な
こ
と
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
ね
」 

恭
介
「…

…
陽
太
く
ん
最
近
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
見
て
た
？
」 

陽
太
「
い
え
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
中
は
見
れ
て
な
く 

て
」 

 
 

 

恭
介
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
陽
太
に
差
し
出 

す
。 

陽
太
「
こ
れ
、
何
で
す
か
」 

 
 

 

画
面
に
は
『
完
全
に
陽
太
は
麗
人
の
上
位
互 

換
』
と
書
か
れ
た
投
稿
。 

多
く
の
い
い
ね
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

陽
太
「
僕
が
麗
人
く
ん
の
上
位
互
換
？ 

そ
ん
な
わ 

け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

恭
介
「
陽
太
く
ん
、
格
好
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
歌
い
方 

と
か
踊
り
方
も
麗
人
さ
ん
の
真
似
し
て
る
よ
ね
」 

陽
太
「
は
い
。
僕
の
中
で
は
も
う
最
高
の
ア
イ
ド
ル 

と
い
え
ば
麗
人
く
ん
な
の
で
！
」 



12 
 

恭
介
「
そ
れ
が
最
近
麗
人
さ
ん
調
子
悪
い
み
た
い
で
。 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
た
っ
て
言
わ
れ
て
る
」 

陽
太
「
え
！
」 

恭
介
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
態
度
悪
い
と
か
も
言
わ
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
し
。
（
小
声
で
）
あ
と
は
熱
愛
と

か
」 

陽
太
「
熱
愛
？
」 

恭
介
「
そ
ん
な
と
き
に
、
見
た
目
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン 

ス
も
麗
人
さ
ん
に
似
て
る
陽
太
く
ん
が
出
て
き
て
。

本
人
よ
り
好
青
年
と
来
た
も
ん
だ
か
ら
、
フ
ァ
ン

の
間
で
は
上
位
互
換
だ
っ
て
言
わ
れ
て
る
」 

陽
太
「
そ
ん
な…

…

。
じ
ゃ
あ
麗
人
く
ん
が
僕
を
嫌 

っ
て
る
の
っ
て
」 

恭
介
「
下
位
互
換
っ
て
言
わ
れ
た
ら
、
そ
り
ゃ
む
か 

つ
く
だ
ろ
う
ね
」 

陽
太
「
僕
辞
退
し
ま
す
」 

恭
介
「
は
？
」 

陽
太
「
僕
の
せ
い
で
麗
人
く
ん
が
嫌
な
思
い
し
て
る 

ん
だ
っ
た
ら
僕
な
ん
て
」 

恭
介
「
い
や
い
や
待
っ
て
よ
。
合
格
し
て
即
脱
退
な 
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ん
て
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
に
迷
惑
か
か
る
で
し
ょ
」 

陽
太
「
で
も
」 

恭
介
「
も
っ
と
麗
人
さ
ん
に
嫌
わ
れ
る
よ
」 

陽
太
「
そ
れ
は
嫌
で
す
！
」 

恭
介
「
で
し
ょ
？ 

ね
、
落
ち
着
い
て
」 

陽
太
「
は
い…

…

」 

 

〇
テ
レ
ビ
局
・
撮
影
ス
タ
ジ
オ
（
朝
） 

 
 

 

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
撮
影
中
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
み
な
さ
ん
が
ス 

タ
ジ
オ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
ー
」 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
昨
日
発
表
さ
れ
た
新
メ
ン
バ
ー
の 

お
二
人
も
来
て
ま
す
！
」 

恭
介
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
福
島
県
出
身
、
十 

九
歳
の
栗
田
恭
介
で
す
」 

陽
太
「
東
京
都
出
身
、
十
八
歳
の
影
山
陽
太
で
す
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
改
め
て
、
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ 

 

い
ま
す
！ 

合
格
発
表
生
放
送
で
は
多
く
の
感
動 

を
呼
び
ま
し
た
ね
」 
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恭
介
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
を
チ
ラ
ッ
と
見
る
。 

 
 

 

眠
そ
う
に
あ
く
び
を
し
て
い
る
麗
人
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
新
メ
ン
バ
ー
の
陽
太
く
ん
は
あ
る 

こ
と
で
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、 

ス
タ
ジ
オ
の
皆
さ
ん
、
知
っ
て
ま
す
か
？
」 

陽
太
「
え
」 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
「
麗
人
く
ん
と
似
て
る
よ
ね
ぇ
！
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
そ
う
な
ん
で
す
！ 

メ
ン
バ
ー
の 

麗
人
く
ん
と
そ
っ
く
り
な
こ
と
で
注
目
を
集
め
て

た
ん
で
す
！
」 

陽
太
「
あ
、
あ
の
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
見
た
目
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
歌
い
方 

 

や
踊
り
方
も
そ
っ
く
り
な
ん
で
す
よ
ね
」 

麗
人
「
そ
う
で
す
ね
。
パ
ク
リ
野
郎
で
す
ね
」 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
え
」 

奏
多
「…

…

あ
は
は
！ 

な
ん
ち
ゃ
っ
て
！
」 

 

〇
同
・
楽
屋 

坂
木
「
お
い
麗
人
！ 

な
ん
だ
よ
さ
っ
き
の
は
！ 
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生
放
送
な
ん
だ
か
ら
発
言
に
は
気
を
付
け
ろ
！
」 

紬

「
（

ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
）
麗
人
口
悪
い
、
あ
く 

び
す
ん
な
。
う
わ
ぁ
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
荒
れ
て
る
」 

 
 

奏
多
、
紬
の
ス
マ
ホ
を
奪
う
。 

奏
多
「
や
め
な
さ
い
っ
て
」 

麗
人
「
こ
ん
な
朝
早
く
か
ら
愛
想
よ
く
で
き
な
い
で 

す
よ
」 

坂
木
「
お
前
昨
日
も
遅
く
ま
で
遊
ん
で
た
の
か
」 

将
生
「
そ
の
う
ち
未
成
年
飲
酒
と
か
出
て
き
そ
う
」 

坂
木
「
勘
弁
し
て
く
れ
よ…

…

」 

 
 

 

顔
を
見
合
わ
せ
る
陽
太
と
恭
介
。 

坂
木
「
新
メ
ン
バ
ー
の
二
人
は
よ
か
っ
た
よ
。
初
め 

て
に
し
て
は
い
い
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」 

恭
介
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 

 

麗
人
、
舌
打
ち
し
て
出
て
行
く
。 

坂
木
「
お
い
、
麗
人
」 

陽
太
「
あ…

…

」 

 

〇
事
務
所
・
レ
ッ
ス
ン
室 

 
 

 

床
に
突
っ
伏
し
て
い
る
陽
太
。 
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恭
介
「
陽
太
く
ん
。
そ
れ
何
の
ス
ト
レ
ッ
チ
？
」 

陽
太
「
や
っ
ぱ
り
俺
辞
め
ま
す…

…

」 

恭
介
「
麗
人
さ
ん
に
近
づ
く
た
め
に
頑
張
っ
た
ん
で 

し
ょ
？
」 

陽
太
「
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
推
し
に
認
知
さ
れ
て
な

い
ま
ま
の
方
が
幸
せ
だ
っ
た
。
好
き
で
も
嫌
い

で
も
な
い
、
交
わ
ら
な
い
関
係
性
の
ま
ま
で
よ

か
っ
た
」 

恭
介
「
陽
太
く
ん…

…

」 

 
 

 

奏
多
・
紬
・
将
生
、
入
っ
て
来
る
。 

紬
「
お
、
さ
っ
そ
く
ギ
ャ
ッ
プ
に
や
ら
れ
た
？
」 

 
 

 

三
宅
蘭
（4

5

）
、

入
っ
て
来
る
。 

一
同
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

蘭
「…

…

あ
ん
た
た
ち
が
新
メ
ン
バ
ー
」 

恭
介
「
あ
、
は
い
！ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」 

蘭
「
舐
め
た
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
だ
ら
、
許
さ
な
い
よ
！
」 

 
 

 

蘭
、
ス
マ
ホ
で
曲
を
流
す
。 

 
 

 

曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

蘭
「
ふ
ぅ
ん…

…

」 

 
 

 

曲
が
終
わ
る
。 



17 
 

蘭
「
や
る
じ
ゃ
な
い
。
新
人
た
ち
」 

恭
介
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

陽
太
「
い
や
そ
ん
な
。
僕
な
ん
て
、
未
経
験
な
の
で
」 

奏
多
「
本
当
に
？
」 

紬
「
て
か
マ
ジ
で
麗
人
と
似
て
る
」 

将
生
「
カ
ウ
ン
ト
の
取
り
方
と
か
ね
」 

紬
「
今
の
麗
人
よ
り
上
手
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

陽
太
「
そ
ん
な
こ
と
絶
対
に
な
い
で
す
！
」 

将
生
「
さ
っ
す
が
上
位
互
換
」 

奏
多
「
お
い
！ 

こ
ん
な
の
麗
人
に
聞
か
れ
た
ら
」 

 
 

 

麗
人
、
入
っ
て
来
る
。 

蘭
「
重
役
出
勤
ね
」 

奏
多
「
す
み
ま
せ
ん
！ 

ち
ゃ
ん
と
時
間
は
伝
え
て 

た
ん
で
す
け
ど
」 

紬
「
ま
た
夜
遊
び
で
し
ょ
」 

蘭
「
あ
ん
た
さ
ぁ
、
そ
の
態
度
で
舐
め
た
ダ
ン
ス
し 

た
ら
超
ダ
サ
い
か
ら
ね
」 

 
 

麗
人
、
舌
打
ち
す
る
。 

 

 
 

×
 

×
 

×
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曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

 
 

麗
人
、
踊
り
な
が
ら
横
目
で
陽
太
を
見
る
。 

 
〇
同
・
更
衣
室 

陽
太
「
は
ぁ…

…

。
や
っ
ぱ
り
麗
人
く
ん
最
高
」 

恭
介
「
そ
れ
麗
人
さ
ん
に
言
っ
た
？
」 

陽
太
「
う
う
ん
。
や
っ
ぱ
本
人
目
の
前
に
す
る
と
緊 

張
し
ち
ゃ
っ
て
」 

恭
介
「
絶
対
言
わ
な
い
方
が
い
い
よ
。
今
は
嫌
味
に 

な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
」 

陽
太
「
え
ぇ
？
」 

 
 

 

坂
木
、
入
っ
て
来
る
。 

坂
木
「
お
疲
れ
様
。
ど
う
だ
っ
た
初
め
て
の
レ
ッ
ス 

ン
は
」 

恭
介
「
み
な
さ
ん
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま 

す
」 

坂
木
「
二
人
の
メ
ン
バ
ー
カ
ラ
ー
決
ま
っ
た
よ
」 

恭
介
「
ほ
ん
と
で
す
か
！
」 

坂
木
「
社
長
が
二
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
決
め
て
く
れ
た
」 



19 
 

陽
太
「
ア
イ
ド
ル
っ
ぽ
い…

…

！
」 

坂
木
「
恭
介
は
パ
ー
プ
ル
」 

恭
介
「
紫
。
ほ
ぅ
、
な
る
ほ
ど
」 

坂
木
「
天
才
肌
っ
ぽ
い
か
ら
だ
っ
て
。
で
、
陽
太
は 

白
」 

陽
太
「
白…

…
」 

坂
木
「
理
由
は
特
に
言
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
と
に 

か
く
白
だ
っ
て
」 

恭
介
「
何
色
に
で
も
染
ま
れ
る
か
ら
と
か
じ
ゃ
な
い 

で
す
か
ね
」 

坂
木
「
か
も
ね
」 

 

〇
繁
華
街
（
夜
） 

 
 

 

キ
ャ
ッ
プ
を
深
く
被
っ
た
麗
人
、
周
囲
を
気

に
し
な
が
ら
歩
く
。 

 
 

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
。 

 

〇
事
務
所
・
会
議
室 

 
 

 

あ
く
び
を
す
る
麗
人
。 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
を
心
配
そ
う
に
見
る
。 
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坂
木
「
さ
て
、
明
日
は
い
よ
い
よ
新
体
制
お
披
露
目 

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
だ
！
」 

 

奏
多
「
ラ
イ
ブ
の
後
は
握
手
会
も
あ
る
か
ら
、
み
ん 

 
な
頑
張
ろ
う
ね
！
」 

紬
「
は
ー
い
」 

奏
多
「
特
に
新
メ
ン
バ
ー
の
二
人
」 

陽
太
「
あ
、
は
い
！
」 

恭
介
「
み
な
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
頑 

張
り
ま
す
」 

将
生
「
謙
虚
だ
ね
ぇ
、
恭
介
は
」 

紬
「
俺
ら
の
フ
ァ
ン
奪
っ
て
や
る
く
ら
い
の
気
持
ち 

で
行
か
な
き
ゃ
」 

恭
介
「
そ
ん
な
そ
ん
な
」 

紬
「
麗
人
は
気
が
気
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
ね
」 

麗
人
「
あ
？
」 

紬
「
陽
太
に
フ
ァ
ン
流
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

奏
多
「
紬
、
や
め
な
さ
い
」 

紬
「
ね
ぇ
ど
ん
な
気
持
ち
？ 

下
位
互
換
に
な
っ
て
」 

麗
人
「
て
め
ぇ
！
」 

奏
多
「
や
め
な
さ
い
っ
て
二
人
と
も
！
」 
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陽
太
「
何
で
こ
ん
な
こ
と
に…

…

。
つ
む
れ
い
は
ち 

ょ
っ
と
意
地
悪
な
紬
く
ん
が
弟
分
の
麗
人
く
ん
を

可
愛
が
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

将
生
「
あ
ー
、
な
ん
か
フ
ァ
ン
の
間
で
つ
む
れ
い
コ 

ン
ビ
っ
て
人
気
だ
っ
た
よ
ね
。
今
じ
ゃ
あ
ん
な
だ 

け
ど
」 

奏
多
「
お
前
ら
あ
ん
な
仲
良
か
っ
た
の
に
喧
嘩
ば
っ 

か
り
し
て
！
」 

紬
「
ア
イ
ド
ル
舐
め
て
る
奴
と
仲
良
く
な
ん
て
で
き 

ま
せ
ー
ん
」 

麗
人
「
そ
の
キ
ャ
ラ
、
年
齢
的
に
き
つ
い
ん
じ
ゃ
ね 

ぇ
の
？
」 

 
 

 

取
っ
組
み
合
い
を
始
め
る
麗
人
と
紬
。 

奏
多
「
や
め
ろ
！
」 

 
 

 

奏
多
・
坂
木
、
麗
人
と
紬
を
止
め
る
。 

将
生
「
顔
は
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
ね
ー
」 

陽
太
「
あ
わ
わ
わ
わ
わ
」 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 

洗
濯
物
を
畳
む
陽
太
と
恭
介
。 
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恭
介
「
楽
し
み
だ
ね
ー
、
明
日
」 

 
 

 

陽
太
、
た
め
息
を
つ
く
。 

恭
介
「
緊
張
し
て
る
？
」 

陽
太
「
そ
れ
も
あ
り
ま
す
け
ど…

…

。
や
っ
ぱ
り
俺 

麗
人
く
ん
の
た
め
に
辞
め
た
方
が
」 

恭
介
「
ま
だ
言
っ
て
ん
の
」 

陽
太
「
だ
っ
て
！ 
あ
ん
な
に
温
厚
で
か
わ
い
い
弟 

キ
ャ
ラ
だ
っ
た
麗
人
く
ん
が
、
あ
ん
な
口
悪
く
な

る
な
ん
て
」 

恭
介
「
今
は
余
計
な
こ
と
考
え
な
い
で
、
明
日
の
ラ 

イ
ブ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
だ
け
に
集
中
し
よ
」 

陽
太
「
は
い…

…

」 

恭
介
「
明
日
は
初
め
て
フ
ァ
ン
の
前
に
立
つ
ん
だ
か 

ら
さ
」 

陽
太
「
僕
、
大
丈
夫
で
す
か
ね
？
」 

恭
介
「
何
が
？
」 

陽
太
「
恭
介
く
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
僕
っ
て
」 

恭
介
「
あ
ぁ
。
陽
太
く
ん
は
」 

 
 

 

恭
介
、
ス
マ
ホ
を
手
に
取
る
。 

陽
太
「
や
っ
ぱ
い
い
で
す
！
」 
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恭
介
「
う
ん
？
」 

陽
太
「
僕
殺
害
予
告
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
？
」 

恭
介
「
は
い
？
」 

陽
太
「
キ
モ
オ
タ
が
調
子
乗
ん
な
と
か
、
麗
人
く
ん 

か
ら
離
れ
ろ
と
か
、
罵
詈
雑
言
の
嵐
で
す
よ
ね
」 

恭
介
「
フ
ァ
ン
は
」 

陽
太
「
わ
ー
！
」 

 
 

 

陽
太
、
耳
を
塞
い
で
寝
室
に
駆
け
込
む
。 

恭
介
「
な
ん
だ
あ
い
つ
」 

 

〇
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
入
口
前 

 
 

 

女
性
フ
ァ
ン
が
続
々
と
集
ま
っ
て
来
る
。 

 

〇
同
・
楽
屋 

 
 

 

白
色
の
衣
装
に
着
替
え
た
陽
太
、
鏡
の
前
に

立
っ
て
い
る
。 

陽
太
「
わ
ぁ…

…

」 

 
 

 

オ
レ
ン
ジ
色
の
衣
装
姿
の
紬
、
鏡
を
覗
き
込 

む
。 

紬
「
白
か
ぁ
。
予
想
で
は
赤
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
」 
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陽
太
「
敦
く
ん
の
色
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

 
 

 

青
色
の
衣
装
姿
の
奏
多
、
入
っ
て
来
る
。 

奏
多
「
ヘ
ア
メ
終
わ
っ
た
？
」 

 
 

 

鏡
の
前
で
前
髪
を
直
し
て
い
る
恭
介
。 

 
 

 
紫
色
の
衣
装
を
着
て
い
る
。 

奏
多
「
恭
介
は
紫
か
ぁ
。
い
い
ね
」 

緑
色
の
衣
装
姿
の
将
生
、
恭
介
の
隣
に
座
る
。 

将
生
「
黄
緑
だ
と
思
っ
て
た
」 

恭
介
「
将
生
さ
ん
の
弟
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
い
で
す
ね
」 

紬
「
い
や
い
や
似
た
色
っ
て
き
つ
い
よ
？ 

自
分
の 

色
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
だ
と
思
っ
た
ら
、
よ
く
見
り
ゃ 

別
の
メ
ン
バ
ー
の
で
し
た
っ
て
、
が
っ
か
り
度
や 

ば
い
よ
」 

 
 

 

ピ
ン
ク
色
の
衣
装
を
着
た
麗
人
、
入
っ
て
来 

る
。 

紬
「
ピ
ン
ク
と
赤
と
か
」 

陽
太
「
今
日
も
ビ
ジ
ュ
が
良
い…

…

」 

 
 

 

坂
木
、
入
っ
て
来
る
。 

坂
木
「
は
い
、
ス
タ
ン
バ
イ
」 
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〇
同
・
会
場
内 

 
 

 

照
明
が
落
ち
、
歓
声
が
上
が
る
。 

 
 

 

ペ
ン
ラ
イ
ト
を
点
け
る
フ
ァ
ン
た
ち
。 

 
 

 

曲
が
始
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
メ
ン
バ
ー
が
出 

て
来
る
。 

奏
多
「
新
体
制
一
発
目
の
ラ
イ
ブ
、
ぶ
ち
上
っ
て
い 

こ
ー
ぜ
ー
！
」 

 
 

 

歓
声
が
上
が
る
。 

 
 

 

う
つ
む
い
て
い
た
陽
太
、
恐
る
恐
る
顔
を
上 

げ
る
。 

 
 

 

目
の
前
に
は
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
が
広
が
っ
て 

い
る
。 

陽
太

「
（

ぼ
そ
っ
と
）
こ
う
見
え
て
た
ん
だ…

…
」 

 
 

 

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
は
ピ
ン
ク
色
が
多
く
、
他 

 
 

 

は
青
、
オ
レ
ン
ジ
、
緑
色
が
あ
る
。 

 
 

 

恭
介
、
青
色
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
持
っ
た
フ
ァ 

ン
に
向
か
っ
て
投
げ
キ
ス
す
る
。 

フ
ァ
ン
「
キ
ャ
ー
！
」 

 

〇
同
・
楽
屋 
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ス
タ
ッ
フ
「
握
手
会
準
備
出
来
ま
し
た
ー
。
お
願
い 

し
ま
す
」 

坂
木
「
メ
ン
バ
ー
は
一
列
に
並
ん
で
、
お
客
さ
ん
が 

流
れ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
」 

陽
太
「
あ
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
と
か
っ
て
」 

奏
多
「
よ
し
、
頑
張
ろ
ー
！
」 

 
 

 

坂
木
・
奏
多
・
紬
・
将
生
、
出
て
行
く
。 

 
 

 

麗
人
、
陽
太
を
チ
ラ
ッ
と
見
て
か
ら
出
て
行 

く
。 

 
 

 

恭
介
、
陽
太
の
肩
を
叩
く
。 

恭
介
「
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
。
行
こ
」 

陽
太
「
い
ざ
と
な
っ
た
ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
か
？
」 

恭
介
「
は
い
は
い
」 

 

〇
同
・
会
場
内 

 
 

 

ス
タ
ッ
フ
が
フ
ァ
ン
を
整
列
さ
せ
る
。 

ス
タ
ッ
フ
「
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に
従
っ
て
進
ん
で
く 

だ
さ
ー
い
」 

 
 

 

横
一
列
に
並
ぶ
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

陽
太
「
う
ぅ…

…

」 
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恭
介
、
陽
太
を
見
て
笑
う
。 

 
 

 

フ
ァ
ン
が
並
び
、
次
々
と
メ
ン
バ
ー
た
ち
と 

握
手
し
て
い
く
。 

 
 

 

女
１
、
陽
太
の
前
に
立
つ
。 

 
 

 
ハ
ッ
と
息
を
の
む
陽
太
。 

女
１
「
あ
の
、
陽
太
く
ん
っ
て
ラ
イ
ブ
よ
く
来
て
ま 

し
た
よ
ね
。
麗
人
の
う
ち
わ
持
っ
て
」 

陽
太
「
え
、
あ
、
は
い
。
ご
め
ん
な
さ
ー
ー
」 

女
１
「
め
っ
ち
ゃ
成
功
し
た
オ
タ
ク
じ
ゃ
ん
！
」 

陽
太
「
へ
？
」 

女
１
「
応
援
し
て
る
！
」 

ス
タ
ッ
フ
「
お
時
間
で
ー
す
」 

 
 

 

ス
タ
ッ
フ
、
女
１
を
移
動
さ
せ
る
。 

 
 

 

女
２
、
陽
太
の
前
に
立
つ
。 

 
 

 

陽
太
と
握
手
を
し
て
、 

女
２
「
同
じ
フ
ァ
ン
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
！
」 

陽
太
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
？
」 

女
２
「
努
力
家
な
と
こ
が
超
推
せ
る
！
」 

 
 

 

女
２
、
移
動
す
る
。 

 
 

 

次
々
と
陽
太
と
握
手
す
る
フ
ァ
ン
た
ち
。 
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フ
ァ
ン
「
合
格
お
め
で
と
う
！
」 

フ
ァ
ン
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
！
」 

フ
ァ
ン
「
陽
太
く
ん
み
た
い
な
人
が
ス
タ
ラ
イ
に
入 

っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
！
」 

 
 

 
次
々
と
入
れ
替
わ
る
フ
ァ
ン
と
握
手
す
る
陽 

太
。 

陽
太
「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
あ
、
あ
わ
わ…

…

」 

 
 

麗
人
、
フ
ァ
ン
の
方
を
見
ず
陽
太
を
睨
み
つ 

け
て
い
る
。 

 
 

全
身
ピ
ン
ク
色
の
服
装
の
フ
ァ
ン
、
陽
太
の 

前
に
立
つ
。 

陽
太
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

ピ
ン
ク
色
の
フ
ァ
ン
、
陽
太
の
手
を
強
く
握 

る
。 

 

ピ
ン
ク
色
の
フ
ァ
ン
「
も
う
私
陽
太
く
ん
に
目
が
釘 

付
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」 

陽
太
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

ピ
ン
ク
色
の
フ
ァ
ン
「
も
う
推
し
！ 

私
陽
太
く
ん 

推
し
！ 

今
日
帰
っ
た
ら
こ
の
服
漂
白
す
る
ね
！
」 
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陽
太
「
え
ぇ
！
」 

 
 

 

麗
人
、
陽
太
の
方
を
見
る
。 

 

〇
ワ
ゴ
ン
車
内
（
夜
） 

 
 

 
運
転
し
て
い
る
坂
木
。 

 
 

 

助
手
席
に
は
麗
人
。 

 
 

 

二
列
目
に
は
陽
太
・
奏
多
・
恭
介
。 

 
 

 

最
後
列
に
は
紬
・
将
生
が
座
っ
て
い
る
。 

陽
太
「
推
し
て
る
と
き
も
思
っ
て
た
け
ど
、
や
っ
ぱ 

 

り
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
フ
ァ
ン
っ
て
民
度
高
い
で
す 

ね
」 

将
生
「
あ
ん
ま
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
」 

紬
「
過
激
な
の
も
た
ま
に
い
る
け
ど
ね
ー
」 

陽
太
「
僕
な
ん
か
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
。 

心
が
広
い
で
す
」 

恭
介
「
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
。 

ほ
ら
」 

 
 

 

恭
介
、
陽
太
に
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
。 

 
 

 

画
面
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

『
陽
太
く
ん
推
せ
る
』
『
フ
ァ
ン
代
表
み
た 
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い
な
子
が
入
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
』
『
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
』
な
ど
陽
太
を
称
賛
す
る

投
稿
が
多
数
さ
れ
て
い
る
。 

陽
太
「
僕
な
ん
か
が…

…

」 
恭
介
「
ネ
ッ
ト
で
は
合
格
者
予
想
第
一
位
は
陽
太
く 

ん
だ
っ
た
よ
」 

 
 

紬
、
身
を
乗
り
出
す
。 

紬
「
新
体
制
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
が
発
売
さ
れ
た
ら
会
場 

真
っ
白
に
染
め
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

陽
太
「
ま
さ
か
そ
ん
な
」 

紬
「
今
日
は
や
ら
し
い
ま
っ
ピ
ン
ク
だ
っ
た
け
ど
さ
。 

ぶ
っ
ち
ゃ
け
み
ん
な
陽
太
く
ん
の
メ
ン
カ
ラ
の
つ

も
り
で
付
け
て
た
説
あ
る
よ
ね
」 

麗
人
、
舌
打
ち
す
る
。 

奏
多
「
何
で
お
前
は
そ
う
い
う
こ
と
言
う
ん
だ
よ
」 

恭
介

「
（

ぼ
そ
っ
と
）
ま
紫
も
い
や
ら
し
い
か
？
」 

将
生
「
恭
介
何
か
言
っ
た
？
」 

恭
介

「
（

笑
顔
で
）
い
え
何
も
」 

麗
人
「…

…

坂
木
さ
ん
、
こ
こ
で
降
ろ
し
て
」 

坂
木
「
ま
だ
全
然
家
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」 
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麗
人
「
用
事
あ
ん
の
」 

 

〇
繁
華
街
（
夜
） 

 
 

 

ワ
ゴ
ン
車
が
停
車
す
る
。 

 
 

 
麗
人
、
ワ
ゴ
ン
車
か
ら
降
り
て
く
る
。 

 
 

 

坂
木
、
麗
人
に
向
か
っ
て
、 

坂
木
「
お
い
麗
人
！ 

変
な
こ
と
す
る
な
よ
！
」 

 

〇
ワ
ゴ
ン
車
内
（
夜
） 

紬
「
こ
れ
以
上
俺
ら
に
迷
惑
か
け
な
い
で
よ
ね
」 

 
 

 

陽
太
、
心
配
そ
う
に
窓
の
外
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
繁
華
街
（
夜
） 

坂
木
「
変
な
人
間
と
も
関
わ
ら
な
い
こ
と
！
」 

麗
人
「
う
る
さ
い
な
」 

 
 

 

麗
人
、
歩
い
て
い
く
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

恭
介
「
麗
人
さ
ん
や
ば
い
ね
」 

陽
太
「
は
い
、
や
ば
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
麗
人
く
ん 
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の
と
ろ
け
る
よ
う
な
歌
声
、
唯
一
無
二
の
タ
ー
ン 

の
き
れ
い
さ
は
や
ば
い
で
す
」 

恭
介
「
あ
ぁ
、
そ
っ
ち…

…

」 

陽
太
「
今
ま
で
何
百
メ
ー
ト
ル
と
離
れ
て
い
た
の
に
、 

あ
ん
な
に
近
く
で
麗
人
く
ん
が
見
れ
る
な
ん
て
」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 

 
 

 

麗
人
の
す
ぐ
隣
で
踊
る
陽
太
。 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 

陽
太
「
す
ご
い
と
こ
ろ
ま
で
来
ち
ゃ
っ
た…

…

」 

 
 

 

恭
介
、
た
め
息
を
つ
い
て
ス
マ
ホ
を
見
る
。 

 
 

 

画
面
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。 

 
 

 

『
ま
る
ひ
で
す
』
と
い
う
ア
カ
ウ
ン
ト
名
で 

 
 

 

『
明
日
顔
面
優
勝
人
気
ア
イ
ド
ル
週
刊
誌
』 

と
投
稿
さ
れ
て
い
る
。 

 

〇
繁
華
街
（
夜
） 
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麗
人
、
フ
ー
ド
を
深
く
被
っ
た
男
と
対
峙
す

る
。 

 
 

 

財
布
か
ら
万
札
を
取
り
出
し
、
男
に
渡
す
。 

 
 

 

男
か
ら
大
き
な
紙
袋
を
受
け
取
る
。 

 

〇
事
務
所
・
会
議
室 

 
 

 

恭
介
・
陽
太
、
入
っ
て
来
る
。 

恭
介
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
」 

 
 

 

坂
木
、
机
を
力
強
く
叩
く
。 

坂
木
「
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
！
」 

 
 

 

恭
介
と
陽
太
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 
 

 

座
っ
て
い
る
麗
人
の
前
に
は
週
刊
誌
が
置
い

て
あ
る
。 

坂
木
「
変
な
こ
と
す
る
な
っ
て
言
っ
た
よ
な
。
変
な 

人
間
と
は
関
わ
る
な
っ
て
言
っ
た
よ
な
」 

麗
人
「
こ
れ
は
」 

坂
木
「
言
い
訳
は
い
い
！
」 

 
 

 

恭
介
、
週
刊
誌
を
手
に
取
る
。 

恭
介
「
何
こ
れ
」 

 
 

 

陽
太
、
恭
介
が
持
つ
週
刊
誌
を
覗
き
込
む
。 
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週
刊
誌
に
は
『
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
天
上
麗
人
深

夜
の
徘
徊
！ 

不
穏
な
交
友
関
係
』
と
題
さ

れ
て
記
事
が
載
っ
て
い
る
。 

恭
介

「
（

記
事
を
読
み
上
げ
て
）
深
夜
の
繁
華
街
で 

何
を
し
て
い
た
の
か
。
最
近
は
芸
能
界
で
も
事
件

が
」 

麗
人
「
だ
か
ら
！ 
俺
は
何
も
し
て
な
い
っ
て
！
」 

坂
木
「
信
じ
ら
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
。
普
段
の
お
前 

の
態
度
で
」 

 
 

 

坂
木
、
麗
人
の
肩
に
手
を
置
き
ま
っ
す
ぐ
見

つ
め
る
。 

坂
木
「
な
ぁ
麗
人
。
お
前
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。 

お
前
、
そ
ん
な
奴
じ
ゃ
な
か
っ
た
だ
ろ…

…

」 

 
 

 

麗
人
、
黙
っ
て
坂
木
を
睨
み
つ
け
る
。 

坂
木
「
何
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」 

 
 

 

麗
人
、
坂
木
の
手
を
振
り
払
い
出
口
に
向
か

う
。 

 
 

 

目
が
合
う
陽
太
と
麗
人
。 

 
 

 

麗
人
、
陽
太
に
肩
を
ぶ
つ
け
出
て
行
く
。 

 



35 
 

〇
同
・
レ
ッ
ス
ン
室 

 
 

 

坂
木
・
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ
て
い
る
。 

坂
木
「
と
い
う
わ
け
で
、
記
事
が
出
た
」 

紬
「
い
つ
か
こ
う
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
た 

ん
だ
よ
ね
」 

将
生
「
時
間
の
問
題
だ
っ
た
ね
」 

奏
多
「
や
め
な
さ
い
お
前
ら
。
で
も
別
に
麗
人
が
何 

か
悪
い
こ
と
し
た
っ
て
決
ま
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
ね
？
」 

坂
木
「
う
ん
。
週
刊
誌
と
し
て
は
熱
愛
と
か
撮
り
た 

か
っ
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
撮
れ
な
か
っ
た
か
ら
と

り
あ
え
ず
夜
遊
び
の
記
事
に
し
た
ん
だ
ろ
う
な
」 

紬
「
も
う
さ
ぁ
、
麗
人
辞
め
さ
せ
た
ら
？
」 

陽
太
「
え
」 

奏
多
「
何
言
っ
て
ん
の
紬
」 

紬
「
だ
っ
て
さ
ぁ
、
麗
人
っ
て
セ
ン
タ
ー
で
う
ち
の 

顔
じ
ゃ
ん
？ 

こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
の
イ
メ
ー
ジ
も
悪
く
な
る
し
」 

将
生
「
分
か
る
」 
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奏
多
「
将
生
ま
で
」 

将
生
「
確
か
に
麗
人
が
加
入
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ラ
イ 

ト
は
人
気
に
な
っ
た
よ
。
で
も
今
は
、
足
引
っ
張

て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
？
」 

奏
多
「
そ
ん
な―

―

」 

陽
太
「
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

紬
「
何
」 

陽
太
「
麗
人
く
ん
は
、
い
つ
だ
っ
て
僕
ら
を
照
ら
す 

星
で
、
麗
人
く
ん
が
い
る
か
ら
、
僕
ら
は
暗
闇
の

中
で
も
上
を
向
け
て
」 

紬
「
そ
れ
、
フ
ァ
ン
と
し
て
の
意
見
？ 
そ
れ
と
も 

ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
意
見
？
」 

陽
太
「
僕
は…

…

」 

紬
「
だ
か
ら
フ
ァ
ン
入
れ
る
の
嫌
だ
っ
た
ん
だ
よ
な 

ぁ
。
甘
い
か
ら
」 

奏
多
「
お
前
言
っ
て
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る 

ぞ
」 

紬
「
敦
な
ら
分
か
っ
て
く
れ
た
よ
」 

奏
多
「
敦
っ
て
。
俺
だ
っ
て…

…

」 

坂
木
「
と
り
あ
え
ず
お
前
た
ち
も
十
分
気
を
付
け
て 
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く
れ
て
れ
ば
い
い
か
ら
。
ど
こ
で
記
者
が
張
っ
て 

る
か
分
か
ら
な
い
し
」 

奏
多
「
は
い
」 

坂
木
「
麗
人
に
つ
い
て
は…

…

。
事
務
所
で
話
し
合 

う
か
ら
」 

陽
太
「
え
」 

 
 

 

坂
木
、
出
て
行
く
。 

陽
太
「
麗
人
く
ん…

…
」 

 
 

 

恭
介
、
目
を
閉
じ
「
う
ん
う
ん
」
と
頷
い
て

い
る
。 

将
生
「
恭
介
？ 

ど
う
し
た
？
」 

恭
介
「
ち
ょ
っ
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
。
い
え
、 

何
で
も
な
い
で
す
」 

 

〇
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
・
店
内 

 
 

 

マ
ス
ク
を
付
け
た
陽
太
、
店
内
を
回
っ
て
い

る
。 

 
 

 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
の
前
で
立

ち
止
ま
る
。 

 
 

 

Ｃ
Ｄ
を
手
に
取
り
見
つ
め
る
。 
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〇
（
回
想
）
学
校
・
教
室 

 
 

 

学
生
服
姿
の
陽
太
、
教
師
と
向
き
合
っ
て
る
。 

教
師
「
進
路
希
望
調
査
、
出
し
て
な
い
の
お
前
だ
け 

だ
ぞ
」 

陽
太
「
す
み
ま
せ
ん
」 

教
師
「
進
学
で
も
就
職
で
も
。
何
か
や
り
た
い
こ
と 

な
い
の
？ 

夢
と
か
さ
」 

陽
太
「
僕
な
ん
か
が
夢
を
追
う
っ
て
の
も
お
こ
が
ま 

し
い
っ
て
い
う
か
」 

教
師
「
じ
ゃ
あ
な
ん
か
好
き
な
も
の
と
か
。
夢
中
に 

な
れ
る
も
の
」 

 
 

 

陽
太
、
首
を
か
し
げ
る
。 

 

〇
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
・
店
内 

電
話
し
な
が
ら
店
内
を
歩
く
陽
太
。 

陽
太

「
（

電
話
口
に
）
う
ん
。
母
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て 

た
Ｃ
Ｄ
あ
っ
た
よ
。
う
ん
、
買
っ
て
帰
る
。
お
つ 

り
？ 

好
き
な
の
買
っ
て
い
い
っ
て
言
わ
れ
た
っ

て
」 
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陽
太
、
ふ
と
小
さ
な
コ
ー
ナ
ー
を
見
つ
け
る
。 

 
 

 

そ
こ
に
は
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
Ｃ
Ｄ
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。 

 
 

 

Ｃ
Ｄ
を
手
に
取
る
陽
太
。 

 
 

 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
Ｍ 

 

 
 

 

Ｖ
が
流
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

麗
人
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
が
映
る
。 

 
 

 

麗
人
の
映
像
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ
め
る
陽
太
。 

 

〇
（
戻
っ
て
）
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
・
店
内 

 
 

 

陽
太
、
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
の
Ｍ
Ｖ
が
流
さ
れ
て
お
り
、

麗
人
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
が
映
る
。 

 
 

 

女
３
・
４
、
歩
い
て
く
る
。 

女
３
「
こ
の
間
の
ラ
イ
ブ
で
陽
太
く
ん
見
て
来
た
よ
」 

 
 

 

陽
太
、
慌
て
て
Ｃ
Ｄ
ラ
ッ
ク
の
陰
に
隠
れ
る
。 

女
４
「
撮
影
オ
ッ
ケ
ー
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
？ 

見
せ 

て
」 

女
３
「
あ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
も
オ
ッ
ケ
ー
だ
っ
た
か
ら 

流
し
と
い
た
」 
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女
４

「
（

ス
マ
ホ
を
見
て
）
あ
ー
、
こ
れ
ね
。
は
い 

は
い
は
い
」 

女
３
「
言
い
た
い
こ
と
分
か
る
？
」 

女
４
「
分
か
る
」 

 
 

 
陽
太
、
女
３
・
４
を
チ
ラ
チ
ラ
見
て
ス
マ
ホ

を
操
作
す
る
。 

 
 

 

こ
の
間
の
ラ
イ
ブ
動
画
の
投
稿
を
見
つ
け
る
。 

 
 

 

動
画
を
再
生
す
る
と
、
並
ん
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
す
る
麗
人
と
陽
太
が
映
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

一
挙
一
動
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
麗
人
と
陽

太
。 

陽
太
「
こ
ん
な
に
？
」 

女
３
「
こ
れ
だ
っ
た
ら
ま
ぁ
陽
太
く
ん
選
ぶ
か
な
ぁ
」 

女
４
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
無
い
方
だ
ね
」 

女
３
「
推
し
が
途
中
で
い
な
く
な
る
と
か
悲
し
す
ぎ 

る
し
」 

女
４
「
そ
れ
な
ー
」 

陽
太
「
僕
が
、
麗
人
く
ん
の
真
似
を
し
た
せ
い
で
」 

 
 

 

陽
太
の
ス
マ
ホ
に
『
坂
木
さ
ん
』
か
ら
電 

話
の
着
信
。 
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陽
太
「
う
わ
ぁ
！
」 

 
 

 

陽
太
、
慌
て
て
電
話
に
出
る
。 

陽
太
「
は
い
」 

坂
木
（
電
話
）
「
ち
ょ
っ
と
事
務
所
来
れ
る
？
」 

 

〇
事
務
所
・
廊
下 

坂
木
「
ご
め
ん
ね
、
休
み
な
の
に
」 

陽
太
「
い
え
。
あ
の
、
何
か
？
」 

坂
木
「
ち
ょ
っ
と
社
長
が
呼
ん
で
る
」 

陽
太
「
え
！ 

数
々
の
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
の
生
み
の 

親
、
世
界
の
創
造
主
が
？
」 

坂
木
「
フ
ァ
ン
の
間
で
は
そ
う
呼
ば
れ
て
る
み
た
い 

だ
ね
」 

陽
太
「
究
極
の
ア
イ
ド
ル
を
育
て
上
げ
る
分
、
タ
レ 

ン
ト
に
は
鬼
厳
し
い
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
え
、
僕
何
か
し
ま
し
た
か
？
」 

 
 

 

坂
木
、
黙
っ
た
ま
ま
微
笑
む
。 

陽
太
「
え
？ 

坂
木
さ
ん
？ 

ち
ょ
、
笑
っ
て
ご
ま 

か
さ
な
い
で
！
」 

 
 

坂
木
、
微
笑
ん
だ
ま
ま
。 
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〇
同
・
社
長
室 

 
 

 

ノ
ッ
ク
の
音
。 

坂
木
の
声
「
社
長
、
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 
坂
木
・
陽
太
、
入
っ
て
来
る
。 

坂
木
「
陽
太
連
れ
て
来
ま
し
た
」 

 
 

 

背
を
向
け
て
椅
子
に
座
っ
て
い
る
園
田
千
草

（6
0

）
。 

陽
太

「
（

声
が
裏
返
っ
て
）
初
め
ま
し
て
影
山
陽
太 

で
す
」 

 
 

千
草
、
ゆ
っ
く
り
と
振
り
返
る
。 

陽
太
「
神
様…

…

」 

 
 

 

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
麗
人
。 

陽
太

「
（

麗
人
に
気
づ
い
て
）
最
高
傑
作
と
お
ら
れ 

る…
…

」 

千
草
「
陽
太
く
ん
」 

陽
太
「
は
、
は
い
！
」 

千
草
「
あ
な
た
は
、
白
が
似
合
う
わ
ね
」 

陽
太
「
え
？ 

あ
！ 

そ
の
節
は
メ
ン
バ
ー
カ
ラ
ー 

を
決
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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千
草
「
う
ん
。
で
、
麗
人
は
や
っ
ぱ
り
ピ
ン
ク
が
似 

合
う
」 

陽
太
「
分
か
り
ま
す
！
」 

麗
人
「
俺
ピ
ン
ク
嫌
い
な
ん
だ
け
ど
」 

陽
太
「
ピ
ン
ク
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
が
会
場
中
に
広
が
る 

と
、
ま
る
で
み
ん
な
麗
人
く
ん
に
恋
し
た
よ
う
な
」 

麗
人
「
キ
モ
」 

千
草
「
そ
の
通
り
。
麗
人
は
恋
の
色
、
ピ
ン
ク
に
し 

 

た
の
。
麗
人
に
は
、
そ
の
美
貌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン 

ス
で
多
く
の
人
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
が
あ
る
」 

 
 

 

千
草
、
麗
人
を
立
ち
上
が
ら
せ
、
陽
太
の
隣

に
立
た
せ
る
。 

千
草
「
ピ
ン
ク
と
白
が
混
ざ
っ
た
ら
、
何
色
に
な
る 

と
思
う
？
」 

麗
人
「
は
ぁ
？
」 

陽
太
「
え
っ
と
、
薄
ピ
ン
ク
？
」 

千
草
「
そ
う
、
薄
ま
っ
ち
ゃ
う
の
よ
」 

陽
太
「
そ
う
、
で
す
ね
？
」 

千
草
「
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
十
分
に
発
色
し
な
い
の
。 

だ
か
ら
」 
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眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
坂
木
。 

 
 

 

千
草
、
麗
人
と
陽
太
の
顔
を
見
て
、 

千
草
「
麗
人
、
陽
太
。
二
人
の
う
ち
ど
ち
ら
か
と
契 

 
約
を
切
り
ま
す
」 

麗
人
「
え
？
」 

陽
太
「
ク
ビ
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」 

千
草
「
ア
イ
ド
ル
っ
て
ね
、
い
ろ
ん
な
の
が
い
る
か 

 

ら
み
ん
な
夢
中
に
な
る
の
。
そ
れ
ぞ
れ
が
唯
一
無 

二
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
よ
。
だ
か
ら
麗
人
と

陽
太
、
似
た
よ
う
な
の
は
二
人
も
い
ら
な
い
」 

麗
人
「
そ
ん
な…

…

」 

陽
太
「
僕
が
辞
め
ま
す
！
」 

麗
人
「
は
？
」 

陽
太
「
僕
が
辞
め
れ
ば
麗
人
く
ん
は
ク
ビ
に
な
ら
な 

い
で
す
よ
ね
？
」 

坂
木
「
陽
太
、
落
ち
着
い
て
」 

 
 

 

坂
木
、
陽
太
の
肩
に
手
を
置
く
。 

陽
太
「
お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

陽
太
、
頭
を
下
げ
る
。 

陽
太
「
麗
人
く
ん
は
、
ア
イ
ド
ル
で
い
な
き
ゃ
い
け 
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な
い
ん
で
す
！ 

麗
人
く
ん
が
ア
イ
ド
ル
で
い
て

く
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
だ
け
の
人
が
救
わ
れ
て
る

か
。
だ
か
ら―

―

」 

 
 

麗
人
、
陽
太
の
胸
ぐ
ら
を
掴
む
。 

坂
木
「
麗
人
！
」 

麗
人
「
情
け
の
つ
も
り
か
？
」 

陽
太
「
僕
は
」 

麗
人
「
舐
め
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
！
」 

 
 

 

麗
人
、
陽
太
を
床
に
突
き
飛
ば
す
。 

麗
人
「
俺
に
は
俺
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
ん
だ
よ
！
」 

千
草
「
そ
う
ね
。
ア
イ
ド
ル
は
プ
ラ
イ
ド
持
っ
て
や 

っ
て
い
く
べ
き
」 

陽
太
「
社
長
、
で
も
」 

千
草
「
今
後
の
活
躍
を
見
て
、
ど
ち
ら
が
よ
り
う
ち 

の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
、
見
さ
せ
て

も
ら
う
わ
」 

麗
人
「
見
せ
て
や
る
よ
」 

 
 

 

麗
人
、
千
草
を
睨
み
つ
け
る
。 

千
草
「
楽
し
み
に
し
て
る
。
あ
な
た
が
実
力
で
勝
て 

る
の
か
」 
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麗
人
、
出
口
に
向
か
う
。 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

ド
ア
に
耳
を
当
て
て
い
た
恭
介
、
慌
て
て
ド 

ア
か
ら
離
れ
る
。 

麗
人
、
飛
び
出
し
て
く
る
。 

坂
木
の
声
「
お
い
麗
人
！
」 

 
 

 

陽
太
、
慌
て
て
飛
び
出
し
て
く
る
。 

陽
太
「
麗
人
く
ん
！
」 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
を
追
い
か
け
る
。 

恭
介
、
目
を
閉
じ
「
う
ん
う
ん
」
と
頷
く
。 

恭
介

「
（

目
を
開
き
）
い
け
る
」 

 

〇
同
・
社
長
室 

坂
木
「
こ
れ
で
麗
人
も
や
る
気
出
し
ま
す
か
ね
」 

千
草
「
輝
き
を
失
っ
た
麗
人
に
燃
料
を
投
下
し
て
、 

そ
れ
で
も
燃
え
な
け
れ
ば
切
る
ま
で
よ
」 

坂
木
「
本
当
に
ク
ビ
に
す
る
ん
で
す
か
？ 

軽
く
お 

灸
を
す
え
る
た
め
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
と
」 

千
草
「
だ
っ
て
そ
っ
く
り
じ
ゃ
な
い
、
あ
の
二
人
」 
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坂
木
「
ま
ぁ
、
そ
う
で
す
け
ど…

…

」 

千
草
「
よ
り
優
れ
た
方
を
、
う
ち
に
は
残
す
。
そ
う
、 

上
位
互
換
を
ね
」 

 
〇
同
・
廊
下 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
を
追
い
か
け
て
い
る
。 

陽
太
「
待
っ
て
！ 
麗
人
く
ん
！
」 

 
 

 

麗
人
、
立
ち
止
ま
り
振
り
返
る
。 

麗
人
「
俺
お
前
の
こ
と
嫌
い
だ
か
ら
」 

陽
太
「
ま
た
目
が
合
っ
た…

…

」 

麗
人
「
絶
対
負
け
な
い
か
ら
」 

陽
太
「
か
っ
こ
い
い…

…

。
っ
て
い
う
か
あ
の
、
僕 

麗
人
く
ん
に
勝
て
る
な
ん
て
思
っ
て
ま
せ
ん
！
」 

麗
人
「
何
で
だ
よ
！ 

勝
つ
気
で
来
い
よ
！
」 

陽
太
「
だ
っ
て
僕
な
ん
て
」 

麗
人
「
お
前
俺
の
上
位
互
換
な
ん
だ
ろ
？
」 

陽
太
「
僕
は
そ
ん
な
つ
も
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。
た 

だ
、
麗
人
く
ん
に
憧
れ
て
、
麗
人
く
ん
に
な
り
た 

く
て
」 

麗
人
「
そ
ん
で
俺
の
真
似
？ 

気
持
ち
悪
ぃ
」 
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陽
太
「
す
み
ま
せ
ん…

…

」 

 
 

 

麗
人
、
舌
打
ち
す
る
。 

陽
太
「
だ
か
ら
、
僕
辞
め
ま
す
」 

麗
人
「
何
で
そ
う
な
る
ん
だ
よ
」 

陽
太
「
だ
っ
て
麗
人
く
ん
の
邪
魔
に
な
る
ん
だ
っ
た 

ら
、
僕
は
ア
イ
ド
ル
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
」 

麗
人
「
そ
れ
で
い
い
の
か
、
お
前
は
」 

陽
太
「
だ
っ
て
僕
は
麗
人
く
ん
の
た
め
だ
っ
た
ら
」 

麗
人
「
俺
の
た
め
に
辞
め
る
と
か
、
い
ら
ね
ぇ
ん
だ 

 

よ
。
俺
は
、
自
分
の
力
で
生
き
残
っ
て
み
せ
る
。 

お
前
を
ク
ビ
に
し
て
な
」 

 
 

 

麗
人
、
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
の
背
中
を
見
送
る
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 

床
に
突
っ
伏
し
て
い
る
陽
太
。 

 
 

 

恭
介
、
カ
ッ
プ
麺
を
二
つ
持
っ
て
く
る
。 

恭
介
「
陽
太
く
ー
ん
、
食
べ
よ
ー
」 

陽
太
「
僕
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
」 

恭
介
「
何
が
？
」 
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陽
太
「
僕
は
麗
人
く
ん
の
た
め
な
ら
何
で
も
し
た
い 

の
に
、
で
も
そ
れ
は
麗
人
く
ん
を
喜
ば
せ
ら
れ
な 

く
て
」 

恭
介
「
う
ん
う
ん
」 

陽
太
「
し
ん
ど
い
で
す
」 

恭
介
「
麗
人
さ
ん
の
ク
ビ
を
繋
ぐ
た
め
に
陽
太
く
ん 

が
辞
め
る
の
は
違
う
も
ん
ね
ぇ
」 

陽
太
「
何
で
知
っ
て
る
ん
で
す
か
」 

恭
介
「
あ
ー
、
坂
木
さ
ん
か
ら
聞
い
た
」 

陽
太
「
僕
は
麗
人
く
ん
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い 

で
し
ょ
う…

…

。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
起
こ
し
て
ク
ビ

に
な
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
」 

恭
介
「
絶
対
や
め
て
？ 

い
ろ
ん
な
と
こ
に
迷
惑
か 

か
る
か
ら
」 

陽
太
「
も
う
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
ー…

…

」 

 
 

 

陽
太
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
顔
を
う
ず
め
る
。 

恭
介
「
流
れ
に
身
を
任
せ
ち
ゃ
え
ば
い
い
と
思
う
け 

ど
」 

陽
太
「
そ
し
た
ら
麗
人
く
ん
が
ク
ビ
に
な
っ
ち
ゃ
う 

か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 
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恭
介
「
だ
か
ら
ぁ
。…

…

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」 

 
 

 

恭
介
、
目
を
閉
じ
う
ん
う
ん
頷
く
。 

陽
太
「
恭
介
く
ん
？
」 

 
 

 

恭
介
、
目
を
大
き
く
開
く
。 

陽
太
「
あ
の
？
」 

恭
介
「
陽
太
く
ん
。
麗
人
さ
ん
を
救
え
る
の
は
君
し 

か
い
な
い
よ
」 

陽
太
「
え
？ 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

恭
介
「
麗
人
さ
ん
っ
て
今
、
自
分
の
見
せ
方
を
分
か 

っ
て
な
い
状
態
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
や
る
気
が

な
く
見
え
た
り
不
愛
想
に
見
え
た
り
。
あ
れ
じ
ゃ

フ
ァ
ン
は
離
れ
て
行
く
よ
」 

陽
太
「
は
い…

…

」 

恭
介
「
そ
こ
で
！ 

陽
太
く
ん
だ
よ
」 

陽
太
「
僕
な
ん
か
が
役
に
立
ち
ま
す
か
？
」 

恭
介
「
陽
太
く
ん
だ
っ
た
ら
、
フ
ァ
ン
が
ど
ん
な
麗 

人
さ
ん
を
見
た
い
か
分
か
る
で
し
ょ
？
」 

陽
太
「
ど
ん
な…

…

」 

恭
介
「
陽
太
く
ん
は
、
ど
ん
な
麗
人
さ
ん
が
見
た 

い
？
」 
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陽
太
「
僕
は…

…

」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 

 
 

 
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
で
麗
人
が
映
る
Ｍ
Ｖ
を
見
つ

め
て
い
る
学
生
服
の
陽
太
。 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 

陽
太
「
僕
は
み
ん
な
照
ら
し
て
く
れ
る
、
麗
人
く
ん 

が
見
た
い
で
す
！
」 

恭
介
「
そ
う
だ
、
そ
の
意
気
だ
！ 

い
い
？ 
陽
太 

く
ん
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
つ
つ
、
麗
人
さ

ん
を
支
え
る
ん
だ
」 

陽
太
「
僕
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か…

…

」 

恭
介
「
や
る
ん
だ
よ
！ 

麗
人
さ
ん
に
恩
返
し
、
し 

た
く
な
い
の
？
」 

陽
太
「
し
た
い
で
す
！
」 

恭
介
「
う
ん
。
陽
太
く
ん
の
お
か
げ
で
勢
い
が
戻
れ 

ば
、
麗
人
さ
ん
も
陽
太
く
ん
の
こ
と
認
め
て
く
れ 
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る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

陽
太
「
本
当
で
す
か
？
」 

恭
介
「
う
ん
。
大
好
き
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
か
も
」 

 
〇
（
回
想
）
音
楽
ホ
ー
ル
・
ラ
イ
ブ
会
場
内 

 
 

 

陽
太
、
『
大
好
き
っ
て
言
っ
て
』
と
書
か
れ

た
う
ち
わ
を
振
っ
て
い
る
。 

陽
太
「
麗
人
く
ー
ん
！
」 

 
 

 

ス
テ
ー
ジ
上
の
麗
人
、
陽
太
と
は
逆
の
方
向

を
向
い
て
、 

麗
人
「
大
好
き
だ
よ
ー
！
」 

 
 

 

大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。 

 

〇
（
戻
っ
て
）
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

陽
太
「
僕
、
頑
張
り
ま
す
！ 

特
大
の
フ
ァ
ン
サ
も 

ら
う
た
め
に
！
」 

恭
介
「
そ
う
そ
う
。
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
」 

 
 

 

恭
介
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。 

 

〇
繁
華
街
（
夜
） 
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歩
い
て
い
る
麗
人
。 

 
 

 

ふ
と
、
ビ
ル
の
窓
に
反
射
し
た
自
分
の
姿
が

目
に
留
ま
る
。 

 
 

 

じ
っ
と
自
分
の
姿
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
陽
太
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 

大
量
の
麗
人
の
う
ち
わ
や
ポ
ス
タ
ー
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
部
屋
。 

 
 

 

陽
太
、
麗
人
の
う
ち
わ
を
見
つ
め
て
、 

陽
太
「
任
せ
て
、
麗
人
く
ん
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
続
く
】 


